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○
国
土
交
通
省
告
示
第
七
百
七
十
六
号

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三
十
八
号
）
第
八
十
一
条
第
二
項
第
一
号
ロ
の
規
定
に
基
づ
き

、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
釣
合
い
に
基
づ
く
耐
震
計
算
等
の
構
造
計
算
を
定
め
る
件
（
平
成
十
七
年
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百

三
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
五
年
八
月
五
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

第
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
八

屋
根
ふ
き
材
、
特
定
天
井
、
外
装
材
及
び
屋
外
に
面
す
る
帳
壁
に
つ
い
て
は
、
次
の
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
る
。

一

屋
根
ふ
き
材
、
外
装
材
及
び
屋
外
に
面
す
る
帳
壁
が
、
第
四
第
四
号
の
地
震
力
を
考
慮
し
て
平
成
十
二
年
建
設

省
告
示
第
千
四
百
五
十
七
号
第
十
一
第
一
号
に
定
め
る
構
造
計
算
を
準
用
し
て
風
圧
並
び
に
地
震
そ
の
他
の
震
動

及
び
衝
撃
に
対
し
て
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
告
示
第
十
一

第
一
号
ロ
中
「
令
第
八
十
二
条
の
五
第
三
号
の
規
定
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
第
四
号
の
規
定
」
と
、
同
号
ロ

及
（１）

び

中
「
令
第
八
十
二
条
の
五
第
三
号
の
地
震
力
を
考
慮
し
て
、
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
第
二
号
に
規
定
す
る
地

（２）
震
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
建
築
物
に
作
用
す
る
時
に
」
と
、
同
号
ロ

中
「
令
第
八
十
二
条
の
五
第
三
号
の
地
震

（３）

力
を
考
慮
し
て
、
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
第
四
号
の
規
定
に
よ
っ
て
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
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二

特
定
天
井
が
、
平
成
十
二
年
建
設
省
告
示
第
千
四
百
五
十
七
号
第
十
一
第
二
号
の
規
定
に
基
づ
く
構
造
計
算
に

よ
っ
て
荷
重
及
び
外
力
に
対
し
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
か
め
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
号

ロ
中
「
令
第
八
十
二
条
の
五
第
三
号
の
地
震
力
を
考
慮
し
て
」
と
あ
る
の
は
「
第
四
第
二
号
に
規
定
す
る
地
震
に

よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
建
築
物
に
作
用
す
る
時
に
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
平
成
二
十
五
年
国
土

交
通
省
告
示
第
七
百
七
十
一
号
第
三
第
一
項
に
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
、
令
第
三
十
九
条
第
三
項
の
規
定

に
基
づ
く
国
土
交
通
大
臣
の
認
定
を
受
け
た
も
の
又
は
同
告
示
第
三
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
構
造
計
算
に
よ
っ

て
構
造
耐
力
上
安
全
で
あ
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
九
中
「
令
第
八
十
二
条
の
六
第
八
号
」
を
「
令
第
八
十
二
条
の
五
第
八
号
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。


